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兵庫県におけるユニバーサル社会づくりの施策体系
（ユニバーサル社会推進条例(H30.4施行)等から）

めざすべき社会像

年齢、性別、障害の有無、言語、文化等の違いに関わりなく、全ての人が
地域社会の一員として尊重され、互いに支え合い、一人ひとりが持てる力
を発揮して活動することができる社会

５つの基本理念

人と人が相互に人格と個性を尊重しつつ、支え合う社会

全ての人がその能力を発揮して、多様な社会参加ができる
社会

生活に必要な情報を円滑に取得し、及び利用する多様な手
段が確保され、自らが望む意思疎通の手段を選択すること
ができる社会

福祉のまちづくりの推進により、安全で安心な暮らしが確保
される社会

全ての人にとって利用しやすく、質の高い製品及びサービス
が普及する社会

施策の基本的方向（ひょうごﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ社会づくり総合指針から）

２ 参加
（４）文化芸術活動、スポーツ等を通じて、高齢者、障害者及び外国人を
はじめ、様々な人との交流の促進

【課題】
○県内スポーツ大会等への障害者の参加者数は近年増加しており、障害者がス
ポーツに参加できる環境のさらなる整備が求められている。

【今後の方向性】
○障害者スポーツの裾野拡大に向け、施設のバリアフリー化を進めるとともに、応
援協定による障害者スポーツの場の提供、ボランティアの育成など、ハード・ソフ
ト両面から積極的な取組を進める必要がある。

１ ひと

２ 参加

３ 情報

４ まち

５ もの
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※イメージであり､実際のレイアウトは基本設計時に検討。 

 

1 階                      ２階                     ３階 

 

ひょうご障害者総合トレーニングセンター(仮称) レイアウトイメージ 
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障害者スポーツ施設の特徴
（一般のスポーツ施設との違い）

【ハード面】 ※ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化・ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ化が一般の施設よりも充実している。

①身障者用駐車場が多い。

②廊下等が広く、段差もなく、車いすでも移動しやすい。

③スロープがありエレベーターの故障等の緊急時
でも車いすで上り下りが可能。

④車いすでも利用しやすいトイレがある。

⑤介助者同伴更衣室がある。

⑥障害者スポーツ用の備品（シッティングバレー
ボールの支柱、サウンドテーブルテニスの台など）
がある。

⑦車いす使用者でも利用しやすいトレーニングマシン
がある。

⑧アリーナの床を傷めやすいために、一般施設では
利用が認められない場合がある、車いすバスケット
ボールやウィルチェアーラグビーができる。

⑨プールに入水スロープがある。

【ソフト面】

①障害者専用、または、健常者よりも早く予約ができるなど障害者優先となっている。

②障害者への体育指導や介助に関する知識があり、障害者を支援できるスタッフ
が配置されている。

③障害者向けのスポーツ教室等を実施している。

④プールについて、健常者と兼用の場合、障害者専用の時間帯やコース貸し制が
設けられている。

介助者同伴更衣室（リフト付き）

シッティングバレーボール

入水スロープ
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兵庫県内の障害者スポーツ施設の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）ひょうご障害者スポーツサイト 
※施設は、人口の多い県南部に集中している。県北部の各市町でも、例年、各市町域を対

象とした障害者スポーツ大会が実施されているが、人口が少ないこともあり都市部ほど

活発ではなく、現在のところ、施設整備に対するニーズは少ない。 

 

№ 施設名 所在地 体育館 温水ﾌﾟｰﾙ ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 会議室 その他 

1 
県立障害者スポー

ツ交流館 

神戸市 

西区 
1,393 ㎡ － 168 ㎡ －  

2 
県立ふれあいスポ

ーツ交流館 
たつの市 1,235 ㎡ 25m×6 ｺｰｽ 111 ㎡ －  

3 
神戸市立王子スポ

ーツセンター 

神戸市 

灘区 

身障者用502 ㎡ 
※空調設備なし 

－ 164 ㎡ 有 ﾃﾆｽｺｰﾄ 等 

4 
神戸市立市民福祉

スポーツセンター 

神戸市 

中央区 
758 ㎡ 25m×6 ｺｰｽ 141 ㎡ 有  

5 しあわせの村 
神戸市 

北区 

2,150 ㎡ 
※空調設備なし 

25m×6 ｺｰｽ 240 ㎡ 有 
ｱｰﾁｪﾘｰ場 
ﾛｰﾝﾎﾞｳﾙｽﾞ場 
ﾃﾆｽｺｰﾄ 等 

6 
尼崎市立身体障害

者福祉センター 
尼崎市 252 ㎡ － － 有  

7 
西宮市総合福祉セ

ンター 
西宮市 516 ㎡ 25m×6 ｺｰｽ 88 ㎡ 有  

8 
芦屋市保健福祉セ

ンター 
芦屋市 296 ㎡ 15m×7m － 有  

9 
伊丹市立障害者福

祉センター 
伊丹市 (大集会室) 15m×8m － 有  

10 
明石市立総合福祉

センター 
明石市 375 ㎡ 15m×4 ｺｰｽ － 有  

11 
姫路市立障害者体

育館 
姫路市 416 ㎡ － － －  

12 
立雲の郷(朝来市健

康・福祉拠点施設) 
朝来市 (ｽﾀｼﾞｵ) － 200 ㎡ 有  

（出典）各施設のホームページ等をもとに作成   
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■県内障害者スポーツ施設のネットワーク

施設名
体育館

（ﾊﾞｽｹ1面以上）
温水プール
（25m以上）

トレーニング室 備　　考

66,732人 11,372人

稼働率 98％ 平均 41人/日 

27,542人 14,458人 8,981人

稼働率 72％ 平均 47人/日 平均 29人/日 

33,600人 23,400人

稼働率 95％ 平均 67人/日 

16,480人 43,717人 36,343人

稼働率 86％ 平均 146人/日 平均 121人/日 

114,715人 98,091人 102,883人

（ほぼ空きなし） 平均 280人/日 平均 294人/日 

13,542人 34,405人 15,317人

（ほぼ空きなし） 平均 115人/日 平均 51人/日 

　平成６年に、県内障害者スポーツ施設の管理者で「兵庫県障害者スポーツ連絡協議会」（事務局：
障害者スポーツ交流館）を立ち上げ、施設運営の効率化、障害者スポーツの振興に努めている。
　このような施設間連携の枠組みを設けているのは全国でも兵庫県だけである。

西宮市総合福祉セ
ンター

県立障害者スポー
ツ交流館

県立ふれあいス
ポーツ交流館

神戸市立王子ス
ポーツセンター

神戸市立市民福祉
スポーツセンター

しあわせの村

・利用が過密で、空きがほとんどない。
・健常者中心の利用。
・体育館に空調設備がない。
・体育館の更衣室にシャワーがない。
・プールについて、障害者専用の時間帯
やコース貸し制がない。

・利用が過密で、空きがほとんどない。

■一定規模の「体育館」または「温水プール」を備える障害者ポーツ施設の利用者数等（H29年度）

・利用が過密で、空きがほとんどない。

・利用が過密で、空きがほとんどない。
・体育館に空調設備がない。

・利用が過密で、空きがほとんどない。
・駐車場が少ない。
　（全17台（うち身障者用6台)
・ビルの7階～10階で、車いすでの出入り
が容易でない。
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Administrator
交流館



2 日 近畿リーグ（シッティングバレーボール） 120
9 日 東海・近畿車椅子バスケットボール大会 70
14 金 ＳＴＴ交流会・審判講習会 ○ 124
16 日 聴覚・知的バレーボール強化練習 ○ 50
23 日 新規審判資格取得講習会2017 ○ 56
29 祝土 2017年　春季のじぎく杯ボッチャ大会　 ○ 140
13 土 2017年　春季のじぎく杯ボッチャ大会　団体 ○ 138
19 金 第11回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会一般卓球（精神） ○ 750
20 土 第11回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会一般卓球（身体・知的） ○ 1,076
21 日 第8回のじぎく杯吹矢競技大会 ○ 200
28 日 第11回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会　ＢＢ（知）ﾊﾞﾚｰ（知） ○ 416
2 金 第11回兵庫県障害者のじぎくスポーツ大会　ＳＴＴ ○ 316
11 日 あじさい杯女子車椅子バスケットボール大会 ○ 200
17 土 795
18 日 795
24 土 第3回のじぎく杯CPサッカー交流大会 ○ 160

兵庫県アームレスリング選手権大会(障害の部） 10
兵庫県アームレスリング選手権大会(一般の部） 140

1 土 第11回兵庫県障害者空手道親善交流大会 65
2 日 名神リーグ(車いすバスケットボール） ○ 136
17 祝月 第15回のじぎく杯室内ローンボウルズ大会 ○ 50
22 土 第4回兵庫県電動車いすサッカー大会 ○ 200
29 土 900
30 日 900
1 火 近畿盲学校体育連盟ルール・指導者研修大会 280
6 日 2017 西日本聴覚障害者バレーボール大会 ○ 60
13 日 第31回のじぎく杯卓球大会 ○ 428
20 日 障害者バレーボールミーティング ○ 201
25 金 第6回のじぎく杯サウンドテーブルテニス大会 ○ 220
27 日 障害者＆健常者ベンチプレス交流大会 ○ 215
30 水 兵庫県下公共職業能力開発施設三施設交流会 52
3 日 名神リーグ(車いすバスケットボール） ○ 66
9 土 2017年　秋季のじぎく杯ボッチャ大会　個人 ○ 120

のじぎく杯ローリングバレーボール大会 120
聴覚・知的バレーボール強化練習 110

17 日 第16回のじぎく杯ゆうあい卓球大会 ○ 38
18 祝月 玉津ローンボウルズ親睦大会 ○ 28
23 祝土 330
24 日 220
30 土 780
1 日 520
7 土 ボッチャ大会団体戦 ○ 118
8 日 第1回兵庫障害者サッカー交流大会 ○ 180
9 月 神戸・名古屋親善車椅子バスケットボール大会 ○ 94
14 土 はばタン　フライングディスク教室 ○ 30
20 金 STT交流会・審判講習会 ○ 144
21 土 ユニバーサルスポーツ交流会 ○ 29
22 日 第5回兵庫県身体障害者吹き矢親善交流大会 ○ 69
28 土 脳卒中友の会運動会 ○ 330
3 金 兵庫マスターズカップ ○ 200
4 土 第49回友愛卓球大会 750
5 日 第6回ひょうごメンタルケアフットサル大会 ○ 360
11 土 第16回のじぎく杯室内ローンボウルズ大会 ○ 30
12 日 第55回近畿視覚障害者卓球大会 ○ 320
18 土 564
19 日 216
23 木 みんなのスポーツ　はばタン杯　フライングディスク大会 ○ 470
25 土 兵庫県障害者空手道部会強化練習会 67
26 日 日本車椅子ﾂｲﾝﾊﾞｽｹｯﾄボール選手権大会 160
1 金 40
2 土 330
3 日 250
13 土 2018ウィンターインドアボウルズ ○ 54
14 日 第1回ブラインドテニスチャンピオンリーグプレ大会 100
18 木 綱引き大会 208

2018近畿リーグシッティングバレーボール大会 140
ローリングバレーボール大会 ○ 100

3 土 324
4 日 246
11 日 ローリングバレーボールリーグ戦 ○ 25
17 土 420
18 日 280
25 日 AUF冬季大会（フットサル） ○ 200
4 日 第21回兵庫オープン障がい者バドミントン交流大会 ○ 166
10 土 スポーツふれあい2017　デフスポーツ祭典 ○ 13

フライングディスク講習会 ○ 203
11 日 ジャパンオープン車椅子アームレスリング選手権大会 ○ 206
17 土 390
18 日 260
21 祝水 第6回卓球バレー交流会 ○ 300
24 土 ボッチャ体験会・講習会 ○ 9

71 件 53 件 19,990計

参加人数（人）

平成29年度　兵庫県立障害者スポーツ交流館　大会等開催実績

2月

第41回のじぎく杯室内アーチェリー競技大会 ○

第19回のじぎく杯シッティングバレーボール大会2018 ○

3月
全国ローリングバレーボール大会 ○

12月 西日本ブライニンドテニス大会

1月

21 日

のじぎく杯争奪ツイン車いすバスケットボール大会 ○

10月

11月
2017年度兵庫県室内AR競技大会

7月

のじぎく杯争奪車椅子バスケットボール選手権大会 ○

8月

9月

10 日 ○

2017日本ゴールボール選手権大会女子予選大会

4月

5月

6月
第47回友愛卓球大会

25 日 ○

月 日 曜日 大会・行事名
交流館の
主催・共催
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障害者スポーツ交流館におけるスポーツ教室 
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全国の障害者スポーツ施設の状況 

 

＜全国の障害者スポーツ施設に付帯している設備＞（N＝114：複数回答） 

 
（出典）「地域における障害者のスポーツ・レクリエーション活動に関する調査研究報告書」 

（平成 24 年度文部科学省委託調査） 

 

＜全国の主な障害者スポーツ施設の内容＞ 

№ 施設名 体育館 ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室
プール 

（屋内温水）
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ ｱｰﾁｪﾘｰ場 

卓球室 

STT 室※ 
ﾃﾆｽｺｰﾄ その他 

1 元気フィールド仙台 

ﾊﾞｽｹ 2 面等 

(1,997 ㎡) 

(1,103 ㎡) 

223 ㎡ 
25m× 

5 ｺｰｽ 
有 

最長 50m 

×10 的 
STT1 台 － ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ室 

2 
群馬県立ふれあいス

ポーツプラザ 

ﾊﾞｽｹ 1 面 

(744 ㎡) 
136 ㎡ 

25m× 

5 ｺｰｽ 
有 

最長 70m 

×12 的 
STT1 台 2 面  

3 
東京都障害者総合ス

ポーツセンター 

ﾊﾞｽｹ 1 面 

(746 ㎡) 
有 

25m× 

6 ｺｰｽ 
有 最長 70m 

一般 3台 

STT1 台 
2 面  

4 
横浜市立障害者スポ

ーツ文化センター 

ﾊﾞｽｹ 2 面等 

(約 1,500 ㎡)

(約 290 ㎡) 

210 

㎡ 

25m× 

6 ｺｰｽ 
有 

最長 50m 

×8 的 

(屋内) 

STT2 台 1 面 ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ室 

5 
新潟県障害者交流セ

ンター 
ﾊﾞｽｹ 1 面 有 

25m× 

5 ｺｰｽ 
－ － STT1 台 －  

6 
名古屋市障害者スポ

ーツセンター 
ﾊﾞｽｹ 1 面 有 

25m× 

6 ｺｰｽ 
－ － 

一般 4台 

STT3 台 
－  

7 
京都市障害者スポー

ツセンター 

ﾊﾞｽｹ 2 面 

(1,279 ㎡) 
103 ㎡ 

25m× 

6 ｺｰｽ 
－ 

最長 30m

×4 的 

（屋内） 

一般 4台 

STT1 台 
－  

8 
大阪市舞洲障がい者

スポーツセンター 
ﾊﾞｽｹ 2 面 178 ㎡ 

25m× 

8 ｺｰｽ 
有 

最長 50m 

×4 的 

一般 3台 

STT2 台 
－ ﾎﾞｳﾘﾝｸﾞ室 

9 
広島県立障害者スポ

ーツ交流センター 

ﾊﾞｽｹ 1 面 

(899 ㎡) 
144 ㎡ 

25m× 

6 ｺｰｽ 
有 － 

一般 1台 

STT1 台 
－  

10 

徳島県立障害者交流

プラザ 障害者スポー

ツセンター 

ﾊﾞｽｹ 1 面 有 
25m× 

6 ｺｰｽ 
－ － 有 －  

11 
クローバープラザ（福

岡県） 
ﾊﾞｽｹ 1 面 109 ㎡ 

25m× 

6 ｺｰｽ 
有 

最長 50m 

×6 的 

一般 3台 

STT1 台 
－  

※「STT 室」はサウンドテーブルテニス室を示す。 

（出典）各施設のホームページ等をもとに作成 
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Administrator
京都市
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Administrator
舞洲
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兵庫県内の障害者スポーツ競技団体 （（公財）兵庫県障害者スポーツ協会認定）

№ 団体名 設立年 所在地 会員数

1 兵庫県身体障害者陸上競技連盟 Ｈ４ 神戸市西区 ２８人

2 兵庫県車椅子バスケットボール連盟 Ｓ５６ 神戸市西区 ４チーム、５９人

3 兵庫県身体障害者アーチェリー連盟 Ｓ５９ 神戸市垂水区 ４クラブ、２２人

4 兵庫県障害者卓球連盟 Ｈ２２ 神戸市西区 ３０人

5 兵庫県身体障害者水泳連盟 Ｈ３ 尼崎市 ４０人

6 兵庫県身体障害者グラウンドゴルフ協会 Ｈ６ 神戸市中央区 １６人

7 兵庫県ローリングバレーボール連盟 Ｓ６２ 神戸市西区 ５チーム、５６人

8 兵庫県身体障害者野球連盟 Ｓ５４ 神戸市垂水区 ５チーム、１１６人

9 兵庫県ブラインドマラソン協会 Ｈ７ 神戸市西区 ７６人

10 兵庫県障害者タンデムサイクリング協会 Ｈ２２ 西宮市 ２２人

11 日本障害者乗馬協会  関西支部　 Ｈ７ 明石市 ２０人

12 兵庫県ボッチャ協会　　　　　　 Ｈ１０ たつの市 ９クラブ、５９人

13 兵庫障害者フライングディスク協会 Ｈ１５ 姫路市 ５５人

14 兵庫県ゴールボール協会 Ｈ１７ たつの市 ４０人

15 兵庫県チェアスキー協会 Ｈ８ 三木市 ２９人

16 兵庫県特別支援学校（知的）サッカー連盟 Ｈ１５ 播磨町 １９団体、４００人

17 兵庫県視覚障害者サッカー協会 Ｈ１８ 神戸市西区 ２３人

18 兵庫県車いすテニス協会 Ｈ５ 神戸市西区 ３クラブ、２３人

19 近畿ブラインドテニス協会 Ｈ７ 神戸市灘区 ４９人

20 兵庫県障害者ローンボウルズ連盟 Ｈ２１ 加古川市 ２９人

21 兵庫県障害者空手道部会 Ｈ１６ 明石市 ６団体、４０人

22 兵庫県ディスエイブルパワーリフティング連盟 Ｈ２２ 神戸市西区 ２６人

23 兵庫県身体障害者吹矢協会 Ｈ２２ 神戸市西区 ２クラブ、２６人

24 兵庫県障害者ふうせんバレーボール連盟 Ｈ２１ 神戸市灘区 ２９人

25 兵庫県卓球バレー連盟 Ｈ２４ 神戸市西区 ４０人

26 兵庫県障がい者バドミントン協会 Ｈ２１ 尼崎市 ２１人

27 兵庫県障害者社交ダンス連盟 Ｈ２２ 神戸市西区 ２６人

28 兵庫県脳性麻痺７人制サッカー協会 Ｈ２４ 神戸市東灘区 ２０人

29 兵庫県メンタルケアフットサル連盟 Ｈ２４ 神戸市西区 ３５人

30 兵庫県電動車椅子サッカー連盟 Ｈ２６ 西宮市 ３チーム、３８人

31 兵庫県知的障がい者陸上競技協会 Ｈ２８ 三木市 １３団体、５９人

32 兵庫県トライアスロン協会 Ｓ６２ 尼崎市 ４３人

１，５９５人合　　計

※団体の会員は上級者中心で、これらの会員だけが障害者スポーツを実施しているわけではない。
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整備設備
候補

障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館

の設置者・運営者
としての課題

近隣施設等の状況
整備
の
可否

車いすバス
ケットボール
コート2面程
度
（交流館並
み）

・車いすバスケ可
の体育館が少な
い。

・障害者スポーツ
交流館を含め、予
約が取りにくい。

バドミントン
コート6面
（交流館並
み）

・アリーナの予約が
埋まっている場合
が多く、１年分ほど
既に予約されてい
るように感じる。

フットサル
コート1面
（交流館並
み）

・なかなか予約が
取れない。

観覧スペー
ス

段差のある
観客席

・障害者スポーツ
の振興には、観て
もらう・魅せることも
大事。

－

・神戸市立市民福
祉スポーツセン
ターの屋内プール
では、大会時等
に、観覧スペース
に持ち運び可能な
段差のある観客席
を設けている。

○ 170㎡程度

・障害者スポーツ
交流館並み

・固着型の観客席
はスペースを有効
利用できず、車い
す使用者も利用し
づらいことから、持
ち運び可能な段差
のある観客席とす
る。

25m×6コー
ス

・県東部に障害者
が利用しやすい県
立の温水プールが
ない。

25m×8コー
ス
水深1.4m以
上

・県東部に障害者
が利用しやすい県
立の温水プールが
ない。

25m×8コー
ス

・トレーニングに利
用。6コースだと団
体利用等でコース
貸切になった際に
泳げるコースが少
なくなるため8コー
スを希望。

卓球室
8台程度
（一般6台）
（STT2台）

・障害者だけで練
習準備が可能とな
る。

・卓球台の転倒に
よる怪我を防ぐこと
できる。

・卓球台常設の卓
球室がなく、障害
者が卓球台の出し
入れをしており、転
倒事故の恐れがあ
る。

・STTにおいては
静かな場所が求め
られるが、防音設
備が施されたス
ペースがない。

・県内に卓球台常
設の障害者スポー
ツ施設はない。
（明石市が卓球台
2,3台常設の卓球
室を整備予定
（H31.4供用開始予
定））

○
6台程度
（一般4台）
（STT2台）

・他県の事例並み

ひょうご障害者総合トレーニングセンター（仮称）　整備する設備の検討

区分
障害者スポーツ競技団体
へのアンケート結果

規模及び考え方等

競
技
設
備
等

屋
内

アリーナ

・稼働率が98.3％
（直近3ヵ年平均）と
高く、利用予約が
取りにくい状況と
なっており、障害者
へスポーツに親し
む機会を十分に提
供できていない。

・H27年度から兵庫
県障害者スポーツ
協会と県内特別支
援学校等との体育
施設の開放に関す
る協定を活用して
いるが、依然として
交流館の需要は高
い。

・近隣施設（明石中
央体育会館や神戸
市立西体育館等）
を紹介することもあ
るが、構造面での
障害者の利用しづ
らさの問題があり、
また、近隣施設の
需要も高いことから
予約をとるのが難
しい。

○ バスケ2面

・障害者スポーツ
交流館並み

・新施設を大会用、
交流館を練習用と
する。

温水プール

・水泳を通じた社
会参加や水中運
動によるリハビリ効
果の観点から温水
プールのニーズが
ある。

・県内の中核拠点
施設として、プール
における取組のモ
デルを地域に示す
ことが望まれる。

・家族などの異性
でも利用できる介
助者同伴更衣室が
あり、障害者専用
の時間やコース貸
切制が設けられて
いる障害者が利用
しやすいプールが
近隣にない。

○

25m×6コー
ス程度

幼児用プー
ル

・ふれあいスポーツ
交流館並み

1/3
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整備設備
候補

障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館

の設置者・運営者
としての課題

近隣施設等の状況
整備
の
可否

アーチェリー
場

最長70m
×7的程度

・車いす対応の広
さや、体温調節が
できない障害者の
ための日除けやミ
スト噴霧装置など
暑さ対策が施され
た施設が必要。

・アーチェリー場の
ニーズが高く、障
害者スポーツ交流
館の観覧スペース
に仮設の練習場を
設けて練習してお
り、安全面で問題
がある。

しあわせの村
アーチェリー場
最長90m×全27的
（約0.6ha）

○
最長50m×6
的程度

フットサル
コート2面程
度

・屋外でサッカーの
練習がしたい。

サッカーグラ
ウンドまたは
フットサル
コート（110m
×60m）1面

・障害者専用の
サッカーグラウンド
がなくフルコートの
グラウンド使用がな
かなかできない。

テニスコート
テニスコート
（37m×19m）
2面

・総合リハセンター
で練習を行うことで
競技人口を増やす
ことができる。

・トレーニング等と
合わせて利用でき
る。

－
しあわせの村
テニスコート　16面

× －

ローンボウル
ズ場

全天候型の
ローンボウル
ズ場（40m×
35m）１面

・ローンボウルズ場
は県内に明石公園
のみだが車の乗り
入れができないの
ため障害者だけで
の利用が困難。

・しあわせの村にも
あるがグリーンが重
く使えない。

－

しあわせの村
ローンボウルズ場
試合用コート（36m
×36m） 7面
練習用コート（36m
×16m） 3面

× －

野球グラウン
ド

野球グラウン
ド1面

・安全で低料金の
施設がなく、球場
は他者との競合で
予約が取れない。

－
神戸総合運動公園
サブ球場
明石公園野球場

× －

区分
障害者スポーツ競技団体
へのアンケート結果

規模及び考え方等

競
技
設
備
等

屋
内

トレーニング
室

－ －

・筋力等を測定で
きる設備や、専門
家による健康相
談・トレーニング指
導を求める声があ
る。

・障害者の身体機
能の維持や、リハ
ビリテーション中央
病院で治療を終え
たアスリートの復帰
をサポートするス
ポーツトレーナー
が求められている。

・県内に障害者向
けのスポーツトレー
ナーが配置されて
いる障害者スポー
ツ施設はない。

○ 170㎡程度
・障害者スポーツ
交流館並み

屋
外

・用地の制約によ
り、屋内または屋上
での整備が可能な
ものを整備

・屋外施設につい
ては近隣のしあわ
せの村等を利用し
てもらう。

サッカーグラ
ウンド、フット
サルコート

－
しあわせの村
球技場　約2ha

× －

2/3
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整備設備
候補

障害者ｽﾎﾟｰﾂ交流館

の設置者・運営者
としての課題

近隣施設等の状況
整備
の
可否

フィールド
投てき台 数
台

・フィールド種目の
練習場所が少な
い。

－

トラック
3～4レーン

・400mないし100m
の直線だとトラック
がなかなか利用で
きない。

－

30人×3部
屋程度

・研修・講習用に必
要。

15人×1部
屋程度

・ミーティングや大
会時の審判控室と
して必要。

複数

・障害者スポーツ
の振興には、様々
な相手との密な連
携、コミュニケー
ションが大事。

資料展示室 － －

・障害者スポーツ
の振興のためには
競技の紹介や県内
パラリンピアンの戦
績・メダルの紹介な
どの情報発信が有
効であるが、県内
に障害者スポーツ
に関する展示や情
報発信、貴重な資
料の保存をするた
めのスペースがな
い。

・県内に障害者ス
ポーツに関する展
示や情報発信をす
る施設がない。

○ 100㎡程度 ・他県の事例並み

談話スペー
ス

喫茶等軽食
スペース（30
人程度）

・スポーツ終了後
に談話をするス
ペースが必要。

－

・多くの障害者ス
ポーツ施設に食堂
等の談話スペース
がある。

○ 200㎡程度 ・他県の事例並み

20人以上
・合宿のため宿泊
施設があると便利。

－

100人程度
・大会開催や合宿
としても利用でき
る。

－

区分
障害者スポーツ競技団体
へのアンケート結果

規模及び考え方等

競
技
設
備
等

屋
外

陸上グラウン
ド

しあわせの村
多目的運動広場
天然芝生フィール
ド（トラック内側）
1.1ha
400mトラック 6コー
ス

× －

・用地の制約によ
り、屋内または屋上
での整備が可能な
ものを整備

・屋外施設につい
ては近隣のしあわ
せの村等を利用し
てもらう。

そ
の
他
の
設
備

研修室、会
議室

・競技団体等の会
議や研修、文化活
動、大会運営等の
ための会議室等が
必要。

・ほとんどの障害者
スポーツ施設に会
議室がある。

○ ・他県の事例並み

宿泊施設、
シャトルバス

しあわせの村
宿泊施設あり

× －
・競技施設や会議
室を優先する。

200㎡程度
（2部屋程
度）

3/3
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障害者スポーツの中核拠点としての役割
（市立施設と県立施設の違い）

【市立施設の主な役割】
①継続してスポーツに取り組める環境の提供

【県立施設の主な役割】
①継続してスポーツに取り組める環境の提供

②県大会等の大規模な大会の開催
大規模な大会の開催に対応したアリーナ等
を完備

④交流の促進、情報の発信
県内の個人や団体それぞれの取組を結び付
けて充実させたり、障害者と健常者の相互理解
を図るための、交流イベントや情報発信を実施

③指導者の育成
選手の育成や大会の運営を担う指導
者やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱを育成する研修を実施

バスケットボールコート2面の広さをもつアリーナ 指導員養成講座

障害者スポーツカレンダー 障害者スポーツガイドブック 障害者スポーツサイト

障害者バレーボールを通じた交流イベント

市立施設が、市域を対象として、地域で継続してスポーツに取り組める環境を提供し、
スポーツへの参加者を拡大することを主な役割としているのに対し、県立施設は、市立
施設の役割に加えて、県大会等の開催や指導者の育成などの役割が求められる。
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指導者養成概要｜Training

指導者養成制度概要

本協会では、公認指導者制度を制定し、わが国における障がい者のスポーツの普及と発展をめざし、障がい者のスポーツ環境を構築する上で必要な人材の養成並びに資質向上を図

るための研修事業を行なっています。

資格の種類

障がい者スポーツ指導者資格パンフレット（PDF）

障がい者スポーツ指導員

初級障がい者スポーツ指導員

地域で活動する指導者で、主に初めてスポーツに参加する障がい者に対し、スポーツの喜びや楽しさを重視したスポーツの導入を支援する者。

【受講資格】

受講年度の４月１日現在で18歳以上の者。

中級障がい者スポーツ指導員

地域における障がい者スポーツのリーダーとしての役割を持ち、指導現場で充分な知識・技術と経験に基づいた指導ができる者。

【受講資格】

初級障がい者スポーツ指導員資格を取得して、２年以上経過している者で、かつ80時間以上の活動経験を有する者。又は、日本スポーツ協会公認スポーツ指導員資格（スポーツ
リーダーを除く）を取得し、初期登録から3年以上の指導経験を有する者。

上級障がい者スポーツ指導員

県レベルのリーダーとして、指導現場では障がい者スポーツの高度な専門的知識を有し、指導技術と豊富な経緯に基づいた指導と指導員を取りまとめる指導的立場になる者。

【受講資格】

中級障がい者スポーツ指導員資格を取得して、３年以上経過している者で、かつ120時間以上の活動経験を有する者。

障がい者スポーツコーチ

各種競技別の障がいのある競技者の強化・育成などを行う者。

【受講資格】

上級又は中級障がい者スポーツ指導員資格を有し、当協会加盟競技団体から推薦された者。

障がい者スポーツ医

障がい者のスポーツ・レクリエーション活動に必要な医学的管理および指導などの医学的支援を行う者。

【受講資格】

日本の医師国家資格を有し、5年以上経過した者。

障がい者スポーツトレーナー

障がい者のスポーツ活動に必要な安全管理および競技力の維持・向上の支援をする者。

【受講資格】

↓下記 ①、②のいずれかに該当する者
①　日本スポーツ協会公認アスレティック・トレーナーの資格を有している者。

②　当協会加盟競技団体等で活動している者で、当該加盟競技団体から推薦された理学療法士、作業療法士等の国家資格を有する者。

検索

公益財団法人 日本障がい者ス... 公益財団法人 日本障がい者ス... 1/2 ページ

http://www.jsad.or.jp/training/ 公益財団法人 日本障がい者ス... 2019/01/21
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県立総合リハビリテーションセンター内の
各施設との連携

県立総合リハビリテーションセンターとは

1969年(昭和44年)、神戸市西区曙町に開設。
医療･福祉の多様な施設機能を生かし､高度
で専門的な医学､社会､職業リハビリテーショ
ンサービスを一体的に提供し､障害者や高齢
者の自立した生活や社会参加を支援してい
る｡

各施設との連携イメージ

ひょうご障害者総合ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ(仮称)
障害者スポーツ交流館ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

中央病院
（治療）

障害者支援施設「自立生活訓練ｾﾝﾀｰ」
障害児入所施設「おおぞらのいえ」
救護施設「のぞみの家」 など

福祉のまちづくり研究所
（義足・車いす等の研究開発）

義足・車いすのアスリート
のニーズを把握・連絡

ニーズに対応、ニーズ
を研究開発に活用

健康増進プラグラム
の提供

健康増進プラグラム
に参加、体力維持

治療を終えた障害者へトレー
ニングセンターを紹介

体育指導員へ医学的な観点
から助言

医師や理学療法士等に障害
者への体育指導における医学
的な観点からの助言を依頼
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１ ユニバーサルデザインを施し、誰もが利用しやすい施設とする。 

○視覚障害者や聴覚障害者が音声や文字情報を得られるよう Wi-Fi(ワイファイ)を整備 

○傘をさせない車いす使用者が雨天時でも利用しやすいよう屋内駐車場を整備 

○家族などの異性でも利用できる介助者同伴更衣室を整備 等 

 

２ 県内における障害者スポーツの中核拠点である県立障害者スポーツ交流館

との一体的な運営による相乗効果・相互補完により、中核拠点としての機能の

充実を図る。 

 ○交流館とトレーニングセンターを渡り廊下で繋ぎ一体的に運営 

○県大会等の開催に対応した観覧スペースを設け、中核拠点としての機能を充実 

 ○県内パラリンピアンのメダル等の展示や競技の紹介を行い、障害者スポーツを普及 等 

 

３ 県内の障害者スポーツ競技団体等のニーズに合った、多くの利用が見込まれ

る施設とする。 

○競技団体へのアンケートを踏まえた施設を整備 

○近隣府県の施設においてニーズの高い施設（卓球室、温水プール）を整備 等 

 

４ しあわせの村などの他のスポーツ施設等と連携し、役割を分担して、障害者

スポーツの振興や健康・長寿を支える施設環境を効率的に整備する。 

○競技団体へのアンケートでも整備希望のあったローンボウルズ場や野球場等の屋外施設に

ついては、近隣のしあわせの村等の施設を利用してもらい、屋内施設を中心に整備 等 

 

５ 総合リハビリテーションセンター内の各機関や企業、大学等と連携し、パラ

アスリートの義足の開発や動作分析、リハビリテーション中央病院でスポーツ

障害の治療体制が構築された上は、治療を終えたアスリートの復帰支援など、

アスリートを総合的にサポートする施設とする。 

○健康・体力相談室を設け、スポーツトレーナーを配置 

○福祉のまちづくり研究所等と連携し、個々のパラアスリートのニーズに応じた義足等を開

発・提供 等 

 

６ 障害者間はもとより、障害者と健常者の交流の場となる施設とする。 

○資料展示室（兼談話室）や観覧スペースなど、障害者・健常者が障害者スポーツを知る場、

交流のきっかけとなる場を整備 

○研修室など、ボランティア育成の場を整備 

○障害者と健常者の交流イベントを実施 等 

 

７ 障害者の利用予約の受付開始日を健常者よりも早めに設定するなど障害者

優先の施設とする。 

○健常者よりも数か月早く障害者の予約を受付 等 

ひょうご障害者総合トレーニングセンター(仮称) 

整備に関する基本方針 
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■兵庫県内の障害者数の推移

（単位：人）
区分 H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末

身体障害者 245,648 245,476 245,076 243,794 242,076
知的障害者 42,208 44,455 46,665 48,974 51,366
精神障害者 34,327 36,565 38,681 41,140 43,179

合計 322,183 326,496 330,422 333,908 ①336,621
兵庫県推計人口 ②5,484,981

①/② 6.1%

　近年、兵庫県内の障害者数は増加傾向にある。身体障害者の人数が減少傾向にあるのに
対し、知的障害者、精神障害者の人数は増加傾向にある。

0
50,000

100,000
150,000
200,000
250,000
300,000
350,000
400,000

H25年度末 H26年度末 H27年度末 H28年度末 H29年度末

身体障害者

知的障害者

精神障害者

合計

（人）

■障害者スポーツ交流館利用者の障害区分

（単位：人）

肢体不自由 視覚障害 聴覚障害 内部障害 言語障害 免疫障害

27,191 1,926 616 465 0 0 4,915 2,094 37,207
(73.1%) (5.2%) (1.7%) (1.2%) (0.0%) (0.0%) (13.2%) (5.6%) (100.0%)

138,169 15,366 19,015 65,793 2,893 840 51,366 43,179 336,621
(41.0%) (4.6%) (5.6%) (19.5%) (0.9%) (0.2%) (15.3%) (12.8%) (100.0%)

　県内障害者の障害区分と比較して、肢体不自由者の割合が大きい。一方で、県内障害者の障害区分と比較
して、聴覚障害者、内部障害者、精神障害者の割合が小さい。

身体障害

障害者スポーツ交流館
利用者の障害区分
（H29年度）

【参考】県内障害者の
障害区分
（H29年度末時点）

知的障害 精神障害 合計区分

肢体不自由

肢体不自由

知的障害

知的障害

精神障害

精神障害

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【参考】 県内障害者の障害区分

（H29年度末時点）

障害者スポーツ交流館

利用者の障害区分（H29年度）

肢体不自由

視覚障害

聴覚障害

内部障害

言語障害

免疫障害

知的障害

精神障害

- 22 -



 

■障害者スポーツ交流館における競技別利用者数の推移（主なもの）

　車いすバスケットボールをはじめとするバスケットボールでの利用が最も多い。
　また、近年、卓球での利用が増加している。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

バスケットボール

卓球

バレーボール

サッカー

ローンボウルズ

アーチェリー

空手

吹矢

テニス

ボッチャ

フライングディスク

（人）
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